
打込断熱工法　施工要領書（スラブ下）



〇本書には、「フェノバボードウチコミシリーズ」を用いた『スラブ下部への打込断熱工法』の一例を
　示します。壁面への施工については、別冊の『断熱補強・壁折り返し』をご確認ください。
〇以降、「フェノバボードウチコミD」を「ウチコミD」、「フェノバボードウチコミフネンDF」を
　「ウチコミDF」と記載します。
　総称する際は「フェノバボード」又は「フェノバボードウチコミシリーズ」と記載します。
〇「フェノバボードウチコミシリーズ」以外のフェノバボード製品は打込工法に対応していないため、
　使用しないでください。
〇不燃認定が必要な場合は、必ずウチコミDFをご使用ください。（認定番号　NM-3381）
　内装制限等不燃性が要求される部位に施工する場合は、各建築主事・消防署にご確認ください。
〇本書記載の各部材設計寸法および仕様を遵守の上、設計・施工をお願いいたします。
　推奨部材や指定寸法以外の方法で施工したことによる不具合等については責任を負いかねます。
〇本書外における技術的見解は下記技術資料類をご参照ください。
　・建築基準法　・建築基準施行令　・関連する国土交通省（旧建設省）告示
　・省エネ法　　・品確法
　・フェノバボードに関する資料（接着剤・インサート等）の各メーカーの使用基準・取扱説明書等
　注）実施工にあたっては、現場状況により対応が異なることが予想されます。
　　　施工前に設計者および工事監督、工事作業者と十分に打合せを行ってください。



◇目地・型枠との取り合い部・小口には必ず『ノロ防止テープ』をご使用ください。

◇型枠へフェノバボードを留め付ける際は必ず『断熱アンカー』をご使用ください。

◇断熱アンカーおよびノロ防止テープを使用できない箇所については、フェノバボードを後張りしてください。

◇型枠へ離型材を使用するとアクの転写の恐れや、フェノバボードの面材と型枠が固着する恐れ

がありますので、使用しないでください。

◇フェノバボードは必ず隙間がないように施工してください。



●フェノバボードウチコミD

≪注意事項≫
・「フェノバボードウチコミシリーズ」には”コンクリート打込面”と”仕上面”があります。
・コンクリート打込面には注意書き表示があります。表裏を誤って施工しないよう注意して
　ください。
・厚み、サイズの選定は設計図書を確認し、設計・施工会社の指示に従ってください。

ウチコミD  ：無地（茶色）
ウチコミDF：無地（ライトグレー）

サイズ
mm

三六板
910×1820

厚
mm

JH12NH12

15

21

30

40

コード

JH15NH

JH21NH

JH30NH

JH40NH

梱包内容
枚

10

10

7

6

4

熱抵抗値
㎡・K/W

0.6

0.6

1.1

1.5

2.0

●フェノバボードウチコミフネンDF

サイズ
mm

三六板
910×1820

厚
mm

JH21NT21

30

コード

JH30NT

梱包内容
枚

4

4

熱抵抗値
㎡・K/W

1.1

1.5

断熱補強・壁折り返しスラブ下 不燃認定

ウチコミD

ウチコミDF

〇〇
〇 〇

※左表は使用を制限するものではございません。

　参考資料としてご使用ください。
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